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横
浜
市
職
員
の
海
外
派
遣
研
修
の
歴
史
は
古

い
。
昭
和
三
十
九
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
に
始
ま
っ
て
以
来
、
す
で
に
二
二
年
経
過
し

た
。
途
中
、
派
遣
の
形
態
に
は
若
干
の
変
更
が

あ
っ
た
も
の
の
、
単
独
、
自
由
な
テ
ー
マ
、
長

期
（
一
ヵ
月
）
に
わ
た
っ
て
、
と
い
う
基
本
ル

ー
ル
の
も
と
に
、
昭
和
六
十
年
度
末
ま
で
二
五

三
名
の
職
員
を
海
外
へ
派
遣
し
て
き
た
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
主
に
研
修
所
の
資

料
に
よ
る
統
計
結
果
等
に
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。
十
分
な
も
の
で
は
な
い

が
、
今
後
海
外
派
遣
研
修
へ
の
応
募
を
考
え
て

い
る
職
員
に
何
等
か
の
形
で
参
考
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

経
緯

＊
昭
和
三
十
九
年
度

　
諸
外
国
の
行
政
実
態
を
調
査
・
研
究
さ
せ
る

た
め
に
、
係
長
以
上
の
職
員
を
対
象
と
し
て
、

約
一
ヵ
月
間
の
派
遣
研
修
を
開
始

＊
昭
和
四
十
六
年
度

か
に
住
民
の
合
意
を
得
る
か
」

＊
昭
和
六
十
年
度

　
課
題
指
定
派
遣
・
一
般
公
募
派
遣
の
二
区
分

で
実
施

　
課
題
指
定
テ
ー
マ
「
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、

国
際
化
に
対
応
ナ
る
地
域
社
会
の
形
成
と
行
政

の
役
割
に
つ
い
て
」

趣
旨
・
特
徴

　
派
遣
の
対
象
を
課
長
・
係
長
職
と
し
、
新
た

に
公
募
（
小
論
文
の
提
出
）
に
よ
る
派
遣
を
実

施　
広
い
角
度
か
ら
研
修
生
を
選
考
す
る
た
め
、

海
外
派
遣
研
修
生
選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
委

員
会
の
選
考
結
果
を
踏
ま
え
て
研
修
生
を
決
定

し
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た

＊
昭
和
四
十
八
年
度

　
派
遣
の
対
象
を
、
課
長
・
係
長
職
及
び
吏
員

在
級
六
年
以
上
の
一
般
職
員
へ
と
拡
大
（
こ
の

間
、
派
遣
人
員
は
四
十
年
度
～
四
十
四
年
度

五
人
、
四
十
五
年
度
～
四
十
七
年
度
　
十
人
．

当
年
度
以
降
　
十
五
人
に
増
員
し
て
き
た
）

＊
昭
和
五
十
九
年
度

　
所
属
推
薦
派
遣
・
一
般
公
募
派
遣
を
課
題
指

定
派
遣
・
一
般
公
募
派
遣
に
あ
ら
た
め
、
姉
妹

都
市
派
遣
（
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
、
三
ヵ
月
）
を

試
行
的
に
実
施

　
一
般
公
募
派
遣
に
お
け
る
選
考
に
よ
り
一
層

の
公
平
を
期
す
る
た
め
、
従
来
の
論
文
試
験
に

英
語
試
験
を
加
え
た

　
課
題
指
定
テ
ー
マ
「
事
業
執
行
の
上
で
、
い

　
海
外
派
遣
研
修
は
、
「
職
員
を
諸
外
国
の
都

市
に
派
遣
し
、
研
修
課
題
に
も
と
づ
き
各
都
市

行
政
の
実
情
を
調
査
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
際

的
視
野
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
本
市
行
政
に
お
い

て
効
果
的
な
施
策
提
示
に
役
立
て
る
」
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
自
由
な
テ
ー
マ
で
、

長
期
に
わ
た
っ
て
、
単
独
で
、
と
い
う
基
本
的

な
派
遣
形
態
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
訪
問
先

都
市
を
自
分
で
選
び
出
し
、
渡
航
手
続
き
の
一

切
を
自
分
自
身
が
行
う
と
い
う
こ
と
も
そ
の
特

徴
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。

　
研
修
テ
ー
マ
は
、
職
務
の
関
連
性
の
有
無
を

問
わ
ず
、
市
政
に
反
映
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば

自
由
と
し
て
き
た
。
研
修
テ
ー
マ
に
こ
の
自
由

性
を
確
保
し
て
い
る
の
は
、
職
員
の
自
由
で
豊

た
か
な
着
眼
、
発
想
に
よ
り
、
先
見
性
、
創
造

性
に
富
ん
だ
課
題
を
発
掘
で
き
、
複
雑
多
様
化

し
て
い
る
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
将
来
の
施

策
へ
の
反
映
を
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
研
修
期
間
を
約
一
ヵ
月
と
比
較
的
長
期
間
に

し
て
い
る
の
は
、
一
～
二
週
間
で
各
都
市
を

「
通
過
」
す
る
に
等
し
い
「
観
光
的
旅
行
」
を

排
し
、
時
間
を
か
け
た
綿
密
な
実
情
調
査
と
諸

外
国
で
の
《
生
活
》
の
体
験
を
通
し
て
、
少
し

で
も
多
く
国
際
的
視
野
や
感
覚
を
身
に
つ
け
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
研
修
で
は
単
独
渡
航
を
原
則
と

し
、
団
体
視
察
の
一
員
と
し
て
渡
航
す
る
こ
と

は
認
め
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
事
前
の
調
査
を

自
分
で
し
っ
か
り
と
行
っ
た
う
え
で
、
異
文
化

の
体
験
と
相
互
理
解
に
よ
る
国
際
感
覚
の
醸
成

を
よ
り
効
果
的
に
す
す
め
よ
う
と
い
う
理
由
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。



〔資料１〕年度別・所属別派遣状況 （
１
）
年
度
別
・
所
属
別
派
遣
状
況

　
こ
の
研
修
を
開
始
し
た
昭
和
三
十
九
年
度
以

来
の
派
遣
人
員
を
、
年
度
別
・
所
属
別
に
表
し

た
の
が
「
資
料
１
」
で
あ
る
。
性
別
、
職
位
別

職
域
別
人
員
の
推
移
と
研
修
生
一
人
当
た
り
の

平
均
研
修
日
数
の
推
移
を
加
え
て
い
る
。

　
派
遣
人
員
が
多
い
の
は
、
企
画
財
政
局
、
都

市
計
画
局
、
道
路
局
、
総
務
局
、
下
水
道
局
の

順
と
な
っ
て
お
り
、
逆
に
市
会
事
務
局
、
人
事

委
員
会
事
務
局
、
西
区
、
南
区
、
旭
区
の
五
所

属
は
派
遣
ゼ
ロ
で
あ
る
。
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（
２
）
訪
問
国
一
ヵ
国
当
た
り
の
平
均
滞
在
日

　
　
　
数

「
資
料
２
」
は
、
過
去
一
〇
年
間
に
お
い
て
、

研
修
生
が
一
カ
国
の
訪
問
に
平
均
何
日
を
費
や

し
て
い
る
か
、
滞
在
日
数
別
に
表
し
た
も
の
で

〔資料２〕　１力国当りの平均滞在日数人員の推移

あ
る
。
一
〇
日
以
上
の
滞
在
が
減
り
、
こ
こ
三

ヵ
年
で
は
四
～
九
日
の
滞
在
が
八
〇
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
い
る
。

（
３
）
訪
問
先
別
人
員
一
覧

　
研
修
生
が
ど
こ
を
訪
問
し
て
い
る
か
、
地
域

別
・
国
別
に
表
し
た
の
が
「
資
料
３
」
と
「
資

料
４
」
で
あ
る
。
訪
問
地
域
は
圧
倒
的
に
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
が
多
い
。
そ
の
中
で
も

西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
は
五
十
三

［資料３］　年度別・訪問地域別人員の推移

年
以
来
、
訪
問
先
国
と
し
上
位
三
位
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
こ
こ
一
、
二
年
、
ア
ジ
ア
、
オ

セ
ア
ニ
ア
へ
訪
れ
始
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
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〔資料４〕　年度別・訪問国別人員

　
以
上
、
本
市
の
海
外
派
遣
研
修
の
派
遣
状
況

を
概
括
し
た
が
、
国
際
化
へ
の
対
応
が
行
政
と

し
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
職
員
研
修
所
と

し
て
は
よ
り
効
果
的
に
こ
の
研
修
が
実
施
で
き

る
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
〈
総
務
局
職
員
研
修
所
研
修
第
一
係
〉
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